










































































































審査 結 果 (7) 要
 ゆ
日
 吉和田の論文は低体温の急性脳圧亢進に及ぼす影響を研究したものであって,近時,頭部外
 傷に低体温が著効を来す理論づけを行ったものである。
 研究は猫に小さなゴムバルソを挿入して,種々なる加圧によって頭蓋内圧を亢進せしめ,種
 々 なる温度の低体温で圧変動を測定し,BユoodBra土nBarrier,脳含水量,脳波,心
 電図,呼吸曲線,血圧等を観察して居る。
 その結果は,低温にすればする程頭蓋内圧及びこれに続発する障碍が少くなり,持続低体温
 としては最初25℃程度位にし50℃位で持続するのが最もよい事と云って居る。
 即ち,頭蓋内圧亢進に対する待続低体温法の理論づけを行った論文である。
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